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後
援
／
赤
池
町
・
赤
池
町
商
工
会
 

l示 
I 

山
路
智
恵
ち
ゃ
ん
は
三
年
前
 

の
四
月
六
日
、
東
京
・
三
鷹
市
 

立
第
七
小
学
校
に
入
学
し
た
。
 

そ
の
日
か
ら
一
日
も
欠
か
さ
ず
 

絵
手
紙
を
描
き
続
け
て
千
日
に
 

な
っ
た
。
そ
れ
が
「
智
恵
の
絵
 

手
紙
1
0
0
0

日
」
（
雄
鶏
社
）
 

と
い
う
本
に
な
っ
た
▼
入
学
式
 

の
日
に
描
い
た
絵
は
、
お
母
さ
ん
に
読
 

ん
で
も
ら
っ
た
本
の
話
。
千
日
目
の
絵
 

は
、
濃
い
緑
の
ヒ
イ
ラ
ギ
の
葉
に
真
っ
 

赤
な
実
が
鮮
や
か
で
、
絵
に
は
短
い
言
 

葉
を
添
え
て
あ
る
 
「
や
っ
た
よ
ー
・
絵
手
 

紙
千
日
目
。
先
生
わ
か
っ
て
こ
の
気
も
 

ち
。
う
れ
し
い
、
う
れ
し
い
、
う
れ
し
 

い
よ
」
▼
大
き
な
夢
と
可
能
性
を
持
っ
 

た
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
親
や
周
り
の
 

大
人
は
、
何
を
し
て
や
れ
る
か
。
四
月
 

の
新
学
期
か
ら
学
校
に
あ
が
る
新
一
年
 

生
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
、
は
じ
め
 

て
目
に
す
る
教
科
書
、
筆
箱
、
消
し
ゴ
 

ム
。
子
供
た
ち
は
き
っ
と
、
今
ま
で
と
 

は
違
っ
た
新
し
い
も
の
を
、
身
体
じ
ゅ
 

う
で
感
じ
と
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
 

人
生
だ
れ
し
も
「
節
」
が
あ
る
▼
三
月
 

十
五
日
、
「
赤
池
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
 

（
山
下
委
員
長
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
一
億
 

円
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
 
に
つ
い
て
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
ア
ン
ケ
ー
 

ト
、
意
見
を
も
と
に
、
二
億
円
の
基
金
 

を
積
立
て
そ
の
利
息
を
使
っ
て
 
「
童
謡
 

の
町
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
よ
う
、
日
 

野
町
長
に
答
申
し
た
。
赤
池
町
の
再
生
、
 

こ
の
答
申
を
大
き
な
「
節
」
と
し
た
い
。
 



、
m

赤
字
財
政
再
建
 

準
用
団
体
か
つ
・
 

ー
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
構
造
ー
 

平
成
三
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
、
三
月
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
 

予
算
総
額
は
、
四
十
六
億
二
千
九
百
七
十
ニ
万
円
で
、
前
年
に
比
べ
五
・
五
パ
ー
 

セ
ン
ト
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
緊
迫
し
た
財
政
構
造
の
中
で
、
ギ
リ
ギ
リ
の
状
 

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
依
然
好
転
さ
れ
な
い
財
政
状
況
の
中
で
、
平
成
ニ
年
度
決
 

算
見
込
み
で
も
、
四
億
五
千
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
、
実
質
収
支
率
は
赤
字
の
十
 

九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
と
赤
字
財
政
再
建
準
用
団
体
）
 

と
な
り
そ
う
で
す
。
 

こ
の
赤
字
の
原
因
の
主
な
も
の
は
、
過
去
石
炭
産
業
の
衰
退
に
よ
る
後
遺
症
 
対
 

策
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
推
進
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
、
産
炭
地
振
興
 

策
と
し
て
、
失
業
対
策
事
業
を
地
方
債
（
借
金
）
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
と
、
地
域
 

改
善
対
策
事
業
の
単
独
分
（
国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
）
に
つ
い
て
、
多
 

額
の
地
方
債
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
、
更
に
補
助
制
度
に
乗
ら
な
い
町
単
独
事
業
 

を
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
膨
大
な
借
入
れ
金
が
、
今
日
の
公
債
費
の
増
高
を
 

招
き
、
財
政
状
況
を
悪
化
さ
せ
た
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
三
年
度
は
、
赤
字
財
政
再
建
準
用
団
体
適
用
の
問
題
を
か
か
え
、
い
よ
い
よ
 

正
念
場
を
迎
え
た
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
 

依
然
苦
し
い
自
主
財
源
 

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
、
手
 

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
主
 

財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
、
国
・
県
か
ら
 

の
支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
、
 

ほ
か
か
ら
収
入
す
る
依
存
財
源
と
で
成
 

り
た
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
自
主
 

財
源
が
予
算
全
体
の
一
一
十
」
ハ
・
六
％
を
占
 

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
字
が
多
い
ほ
 

ど
、
そ
の
町
で
自
由
に
使
え
る
お
金
が
 

あ
り
、
財
政
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 
一
般
的
に
三
割
 

自
治
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
自
主
財
 

源
が
三
割
と
い
う
意
味
で
す
。
 

●
町
税
は
7

・9

％
の
伸
び
 

自
主
財
源
で
、
大
き
な
割
台
を
占
め
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3
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9,960万円 
8,485 万円 
1,000 万円 
726万円 
200 万円 

費
費
金
費
費
 

防
会
如
工
備
 

消
議
諸
商
予
 

その他 
(4 .3 %) 

農林水産費1億4,960 万円（3.2 %)

⑧
 

災害復旧費1億5,948 万円（3.4 %)

1 

公
債
費
（
借
入
金
d
遮
還
）
が
重
く
白
 

支
出
の
中
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占
 

め
て
い
る
の
が
公
債
費
で
す
。
こ
れ
は
、
 

赤
池
町
が
、
国
や
県
か
ら
お
金
を
借
り
 

入
れ
た
返
済
金
で
す
。
公
債
費
が
多
い
市
 

町
村
は
、
筑
豊
に
片
寄
っ
て
い
る
の
も
 

事
実
で
す
。
産
炭
地
、
過
疎
、
等
々
地
 

域
独
自
の
問
題
が
依
然
と
し
て
強
い
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
。
再
建
準
用
団
体
も
同
 

じ
田
川
郡
内
の
方
城
町
、
香
春
町
に
見
 

て
い
る
の
は
、
諸
収
入
と
町
税
で
す
。
 

諸
収
入
は
、
受
託
事
業
収
入
や
、
預
 

金
利
子
、
育
英
資
金
返
還
の
貸
付
金
元
 

利
収
入
と
、
雑
入
と
し
て
、
公
共
施
設
 

の
鉱
害
復
旧
を
は
じ
め
、
失
業
対
策
事
 

業
の
就
労
者
保
険
料
、
基
金
と
り
く
ず
 

し
金
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
よ
り
、
 

十
九
・
五
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
税
の
主
な
も
の
は
、
町
民
税
（
個
 

人
・
法
人
）
と
固
定
資
産
税
で
、
こ
の
ー
ー
 

つ
で
町
税
全
体
の
八
十
九
％
を
占
め
て
 

い
ま
す
。
町
民
税
で
は
、
個
人
の
所
得
 

割
の
税
率
が
〇
・
二
％
改
定
さ
れ
た
こ
 

と
、
固
定
資
産
税
で
は
、
家
屋
課
税
標
 

準
額
が
伸
び
た
こ
と
な
ど
で
、
七
・
九
 

％
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

●
地
方
交
付
税
減
収
見
込
み
 

収
入
の
中
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占
 

め
て
い
る
の
は
、
地
方
交
付
税
（
国
が
 

微
収
し
た
税
金
の
一
部
を
市
町
村
へ
交
 

付
す
る
も
の
）
で
す
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
 

資
金
や
、
産
炭
地
振
興
事
業
、
地
域
改
 

善
対
策
事
業
の
実
施
に
よ
る
交
付
金
な
 

ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
財
政
 

方
針
と
の
絡
み
で
、
八
・
六
％
の
減
収
 

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
、
町
債
は
 

制
度
事
業
中
心
に
し
ぼ
り
、
抑
制
し
て
 

い
る
た
め
、
国
庫
支
出
金
五
％
、
県
支
 

出
金
二
十
六
％
、
町
債
十
六
％
の
減
収
 

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ら
れ
る
よ
う
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
昨
年
よ
り
三
二
％
の
増
加
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

他
の
費
目
は
、
前
年
度
よ
り
減
額
予
 

算
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
内
容
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出
項
目
の
 

概
要
を
説
明
し
ま
す
。
 

■
労
働
費
 

失
業
対
策
事
業
に
使
わ
れ
る
お
金
で
 

す
。
雇
用
対
策
と
同
時
に
町
づ
く
り
に
 

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
 
道
 

路
の
整
備
や
水
路
、
工
場
団
地
の
整
備
 

な
ど
行
い
ま
す
。
 

■
民
生
費
 

み
な
さ
ん
の
福
祉
に
関
す
る
経
費
に
 

使
わ
れ
ま
す
。
老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
 

を
は
じ
め
、
国
民
年
金
、
隣
保
館
運
営
、
 

産
炭
地
振
興
費
の
活
動
助
成
な
ど
に
使
 

わ
れ
ま
す
。
 

■
総
務
費
 

役
場
の
一
般
管
理
、
公
有
財
産
管
理
、
 

住
民
基
本
台
帳
、
徴
税
費
、
選
挙
関
係
 

●特定地域開発就労事業 4億2374 万円 

●産炭地域開発就労事業 2億4130 万円 

●一般失業対策事業 7160 万円 

●農道改良工事など 4056 万円 

●道路橋りょう改良工事 l 億6037 万円 

●過疎道路改良事業 1612 万円 

●ぽた山防災工事 5858 万円 

’消防車購入 975 万円 

●災害復旧費 690 万円 

●鉱害復旧費 7746 万円 

●童謡まつり 2535 万円 

●ダム建設負担金（伊良原ダム）1 161 万円 

●下田川衛生組合負担金 1億1588 万円 

●集会所建設 25 

●パソコン購入（中学校） 4 

●童謡ミュージックチャイム（3基） 

●企業誘致推進費 

●平成ちくほう鉄道負担金 

20 万円 

50万円 

630 万円 

100 万円 

42 万円 

地方譲与税 6,164万円 

そ の 他 利子割交付金 1,018 万円 

1 億850 万円 自動車取得税交付金3,414 万円 

(2.3 %） そ の 他 254 万円 

) 

費
用
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

■
繰
上
充
用
金
 

前
年
度
の
歳
入
不
足
に
充
て
た
お
金
 

で
す
。
 

■
教
育
費
 

学
校
の
運
営
費
や
、
青
少
年
、
子
供
 

会
活
動
の
経
費
、
公
民
館
活
動
や
ス
ポ
ー
 

ッ
大
会
の
経
費
な
ら
び
に
グ
ラ
ン
ド
や
 

球
場
の
管
理
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
 

■
衛
生
費
 

環
境
づ
く
り
と
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
 

く
り
経
費
に
使
わ
れ
ま
す
。
各
種
検
診
、
 

予
防
接
種
や
し
尿
処
理
な
ど
で
す
。
 

■
土
木
費
 

道
路
の
維
持
補
修
や
、
町
営
住
宅
の
 

維
持
管
理
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

■
災
害
復
旧
費
 

災
害
や
鉱
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
 

公
共
施
設
な
ど
の
復
旧
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

■
農
林
水
産
業
費
 

農
業
の
振
興
経
費
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

か
ん
が
い
施
設
や
農
道
、
溜
池
、
水
路
 

受託事業収入 8,210万円 

町預金利子 1,000 万円 

雑 入 4億7,469 万円 

貸付金元利収入 46 万円 

―般会計 

当初予算の推移 48億9665万円 

\ 
、 

へ ＼ 
＼● 

46億2972万円 

命42億7465万円 

た／て● 
、廻／40億9578万円

分担金及び交付金1億2,270 万円（2.7 %) 

42億7302万円 

一ー一一 使用料及び手数料 

な
ど
の
維
持
補
修
や
農
業
委
員
会
、
国
 

土
調
査
経
費
な
ど
で
す
。
 

■
消
防
費
 

み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
経
費
で
す
。
 

消
防
団
の
経
費
や
、
防
犯
灯
の
設
置
、
 

田
川
地
区
消
防
組
合
負
担
金
に
使
わ
れ
 

ま
す
。
 

■
議
会
費
 

赤
池
町
議
会
議
員
の
活
動
に
要
す
る
 

お
金
で
す
。
報
酬
、
調
査
研
究
費
、
共
 

済
掛
金
、
議
長
会
な
ど
に
使
い
ま
す
。
 

その他（1.5%）財産収入4】250 万円繰入金2,799 万円



(5) 

訪問看護や り ます 

赤池町立病院 

高齢化社会が進むなかで、老人病の比較的軽 

い症状の方は、着護が家族の手にゆだねられる 

事も多くなると思います。 

そこで、暖かい家族の手で介護されている方 

の看護上の相談や援助のため、町立病院では、 

外来看護の一端として訪間看護、在宅ケアーを 

始めました。 

内容は、体の動かし方（リハビリをしたい） 

髪の洗い方、体のふき方、排潜の介助、寝巻の 

着替え方、床ずれの手当、食事について、チュー 

プや医療器具をつけて退院される方、又は、 看 

病で共倒れになりそうな方、病気で一人暮しの 

方、家族で最期を看とりたいなど、困った事が 

あれば、何でも相談して下さい。 

ケアーの内容及び訪問回数は、その患者さん 

の症状、介護の程度によって決めますが、 月に 

2回位定期的に訪間することを基本としますが、 

症状によっては頻繁になります。又、在宅ケアー 

中に一時的に状態が悪くなれば入院し、症状が 

好転すれば在宅にきりかえるなど、 ご本人、 主 

治医、ご家族との話し合いで決めていきます。 

いシ三事群縄零・／ン 
笑顔で相談に答える広瀬先生 

棒を使ってのリハビリ体操 

町長もー生けんめい 人口呼吸法 

伊加利人形浄瑠璃 

国 回 
素晴らしい郷土芸能ありがとう 
豊前の国伝承芸能「ふれあいコンサート」 

が、3月23日開催されました。 

このコンサートは、赤池町文化連盟（久原 

弘会長）が町民のみなさんに、郷土の芸能を 

知っていただくために行われたものです。 

伊加利人形浄瑠璃（田川市）をはじめ、岩 

戸神楽（赤村）、杖楽（川崎町）、お田植え祭 

（糸田町）、南木獅子舞（金田町）、そして地元、 

赤池少年少女合唱団とベル・アルモニア赤池 

のみなさんでした。 

ラケット握れば熱くなる 
＝第25回町民バドミントン大会＝ 

2月14日、勤労者体育館でバドミン 

トン大会が開かれました。 

大 会には、小学生から成人まで90人 

の男女が参加、ラケットを手にさわやか 

な汗を流しました。 

熱戦の結果は次のとおりです。 

・1位＝12 支所公民館 

・2位＝4支所公民 

・3位＝20支所公民館 オット負けんきネ（小藤vs 7支所より） 

好きなんです 赤池が 

「赤池生まれの赤池育ち、このまち 

が好きです」去る、3月24日、RKB 

毎日で放送された県政サロンで、河崎 

義江さん（松本1）がアシスタントを 

努め、赤池を売り込みました。 

河原の菜の花や、上野焼、鍛治屋さ 

んの紹介などありました。 
菜の花の中での撮影風景 

(4 ) 国 国 
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刻
難
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一
・
W
雄
」
け
 

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
」
（
山
下
 

し
て
い
る
n
 

一 

次
男
委
員
長
以
下
 18 

名
）
は
、
い
わ
ゆ
 

る
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
に
つ
い
て
、
 

昨
年
の
 10 

月
2

日
か
ら
、
9
回
に
及
ぶ
 

委
員
会
を
開
催
し
、
審
議
さ
れ
て
い
ま
 

し
た
。
 

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ア
 

イ
デ
ア
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意
見
を
も
と
 

に
次
の
内
容
で
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
、
基
本
的
な
考
え
 

こ
の
事
業
は
、
地
域
自
ら
が
智
恵
と
 

情
報
を
結
集
し
、
ソ
フ
ト
事
業
を
想
定
 

本
町
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
 

化
的
資
源
等
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
 

ら
を
生
か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
 

め
る
必
要
が
あ
る
。
 
ソ
フ
ト
事
業
の
資
 

金
と
し
て
「
赤
池
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
 

基
金
」
の
積
立
金
2
億
円
相
当
の
運
用
 

益
を
も
っ
て
あ
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

二
、
事
業
の
構
想
 

（
ソ
フ
ト
事
業
）
感
性
あ
ふ
れ
、
情
操
 

豊
か
な
人
づ
く
り
の
た
め
町
民
の
方
の
 

声
が
反
映
さ
れ
る
事
業
の
推
進
。
 

（
ハ
ー
ド
事
業
）
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
 

て
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

こ
の
答
申
を
受
け
た
日
野
町
長
は
 

「
尊
重
し
、
事
業
の
堆
推
一
に
努
力
し
ま
す
」
 

と
述
べ
ま
し
た
。
委
員
の
皆
様
、
ご
苦
 

労
さ
ま
で
し
た
。
 

日野町長に答申書を渡す山下委員長 

21 世紀は我らが輝く，ノ 

「卒業おめでとう」 「先生も元気でね」 

去る3月に赤池中学校と市場小学校、 

上野小学校で卒業式が行われました。 

とくに、中学校を卒業されたみなさん 

は、義務教育を終え、期待と不安を胸に 

新しい第一歩を踏み出しました。 

21世紀を担なう若者として、あすの赤 

池の活力になってほしい、そんな期待を 

もっています。 
笑顔でさようならハイパチリ 

一1区子供会一 

陶器まつりを前に 

地域の美化清掃を 

3月24日、1区公民館に地域のこ 

どもが集まり、4 月の観光シーズンと 

上野焼陶器まつりを前に、空カン拾い 

をしました。 

会長の世良章彦さんの「1区をきれ 

にしよう。空カンやゴミを元気に拾 

いましよう」のあいさつで、一斉に空 

カンを拾いはじめました。 

アッ、あそこにもあるよ 

第10区 

「岩屋神社」出雲神分霊鎮座 

- 10周年記念神事ー 

去る、3月3日10区岩屋神社に 

おいて、区民のみなさんが多数参 

加し、10周年記念神事、並びに 

赤村大内田地区の皆さんのご好意 

により、 岩戸神楽が奉納され、 

楽しい1日を過ごしました。 
神楽を舞う赤村の皆さん 

保

健

婦

だ

よ

り

 

3
月
 17 

日
に
「
健
康
ま
つ
り
」
が
行
 

な
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
の
ラ
ジ
オ
 

体
操
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
始
ま
り
で
す
。
 

又
、
ま
つ
り
に
も
多
く
の
方
々
に
参
 

加
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
に
興
味
を
示
 

ア～ンこの歯は大丈夫かな歯科検診 

し
て
い
る
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
 

あ
な
た
の
体
力
、
検
査
等
は
い
か
 

が
で
し
た
か
？
 

ガ
ン
検
診
等
の
結
果
は
3

、
4

週
 

間
後
に
通
知
し
ま
す
。
 

「
異
常
な
し
」
 

の
方
は
、
ま
ず
は
安
心
で
す
が
、
今
 

後
も
引
き
続
い
て
、
検
診
を
習
慣
づ
 

け
て
い
き
ま
し
よ
う
。
 

「
要
注
意
、
要
精
密
」
 
の
結
果
の
場
 

合
は
、
必
ら
ず
も
う
一
度
指
示
に
従
 

い
、
指
定
の
病
院
で
検
査
を
受
け
ま
 

し
よ
う
。
 

費 
オッこれは若いノ 体力測定 

て
い
か
ね
ば
…
。
と
自
分
自
身
の
反
 

省
に
も
な
り
ま
し
た
。
 

論気麟金~膏鋤鳶「蕊鶴ふ驚織愈義ず 
細町』1曳旦二勝’産紗’ニーニ~ぞノこ一 ．：磯じごニーW戸＆ン~ 

麟織麟綴麟織 

ご
協
力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

住
民
の
皆
さ
ん
も
、
ご
自
分
の
健
康
 

に
気
を
つ
け
、
更
に
体
力
を
つ
け
て
、
 

い
つ
ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
し
た
人
生
を
 

今
回
は
じ
め
 

て
の
歯
科
検
診
相
談
も
好
評
で
、
子
供
 

さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
歯
み
が
き
の
練
習
 

を
し
て
い
て
、
ほ
ほ
え
ま
し
く
思
い
ま
 

し
た
。
自
分
自
身
の
歯
は
、
今
後
一
生
 

大
切
に
し
ま
し
よ
う
。
 

健
康
弁
当
試
食
会
に
は
、
食
振
会
の
 

皆
さ
ん
に
腕
を
ふ
る
っ
て
い
た
だ
き
、
 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
減
塩
食
に
大
変
喜
 

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自
分
の
食
生
活
 

を
見
直
し
た
い
」
 

「
薄
味
の
割
に
美
味
 

し
い
」
と
か
「
こ
れ
か
ら
減
塩
に
気
を
 

つ
け
た
い
」
な
ど
、
心
暖
ま
る
ご
意
見
 

を
書
い
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
 

が
ま
だ
ま
だ
努
力
し
て
普
及
活
動
を
し
 

「
先
生
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
 

ま
っ
せ
ん
ば
い
」
介
護
コ
ー
ナ
ー
 

送
っ
て
い
き
ま
し
よ
う
。
 

参
加
人
員
は
次
の
通
り
で
す
。
 

（
延
人
数
）
 

大
腸
ガ
ン
検
診
 

肺
ガ
ン
検
診
 

胃
ガ
ン
検
診
 

子
宮
ガ
ン
検
診
 

乳
ガ
ン
検
診
 

栄

養

相

談

 

体
力
テ
ス
ト
 

歯

科

検

診

 

フ
ッ
素
塗
布
 

健

康

相

談

 

リ
ハ
ビ
リ
看
護
 

血
液
型
検
査
 

健
康
弁
当
試
食
会
 

他
諸
検
査
 

延
人
数
 

1095 150 256 52 59 7 27 54 46 52 45 54 67 59 109 
人 

ノ、 人 人 入 人 入 入 ノ、 入 人 人 人 人 ノ、 

馨
」
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 私たちの 
人薦旬聞符集 

人権ポスター入選する／ 

- 

一
人
ひ
と
り
の
 

人
 ぬ野
と
 

こ
こ
で
紹
介
す
る
作
品
は
、
昨
年
の
人
権
尊
重
旬
間
（
2

年
 
12 

・
4
1
 12 

・ 
13 

ま
で
）
 

に
お
い
て
、
町
内
、
小
・
中
学
校
、
児
童
生
徒
か
ら
「
作
文
」
・
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
、
ま
た
、
 

地
区
公
民
館
お
よ
び
職
域
か
ら
「
ポ
ス
タ
ー
」
な
ど
、
数
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
力
作
と
思
わ
れ
る
作
品
を
、
2

月
よ
り
6

月
ま
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

人権尊重旬間の取り組みとして、地区公民館連合会を 

中心とした地域のみなさんと、職域のみなさんが協力し 

あって作成したポスターが見事に入選しました。 

これは、旬間中「一人ひとりの人権の大切さ」を、駅 

伝大会や講演会など、一貫した行事の中でも訴えたこと 

が評価され、福岡県のコンクールで表彰されました。 

上
野
小
学
校
五
年
小
松
光
正
く
ん
 

（
天
郷
団
地
）
 

. 

8 

‘

 

「
 西人権駅砺 

市

場

小

学

校

六

年

植

田

由

美

さ

ん

 

（
南
町
団
地
）
 

It川ii 2 2 支所公民館 目目川 

今月 の解放講座 
と き 4月24 日 （7k) 

午後7時30分から 

ところ 同和対策中央研修所、 研修室 

※自らを見つめ、暮しを高める解放講座へ 

お気軽にどうぞ 

支所公民館I IIl目 〔
‘
〕
 ー
 

赤

池

中

学

校

一

年

藤

田

真

輔

く

ん

 

（
猿
畑
一
）
 

差別反月人権大切に 

in 

ブり 

▽
お
断
わ
り
 

小
・
中
学
校
の
み
な
さ
ん
の
学
年
は
、
 

旧
学
年
で
す
。
 

身

体

障

害

者

に

 

た
 
い
 
し
 
て
 

市
場
小
学
校
六
年
 

津
田
太
一
く
ん
（
緑
ケ
丘
町
 

テ
レ
ビ
で
、
よ
く
身
体
障
害
者
の
番
組
 

を
見
ま
す
。
目
が
見
え
な
い
人
や
、
口
の
 

き
け
な
い
人
、
足
が
う
ま
く
つ
か
え
な
い
 

人
、
手
が
思
う
よ
う
に
つ
か
え
な
い
人
、
 

そ
れ
い
が
い
に
体
の
ど
こ
か
が
不
自
由
な
 

人
が
、
世
界
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
 

は
じ
め
て
、
口
の
き
け
な
い
人
を
見
た
 

時
は
、
手
で
動
作
を
し
て
い
た
の
で
、
何
 

を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
 

そ
れ
が
口
で
自
分
の
気
持
ち
が
言
え
な
 

い
の
で
、
手
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
は
、
 

ぜ
ん
ぜ
ん
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

前
ま
で
、
ぼ
く
は
身
体
障
害
者
の
人
た
 

ち
に
対
し
て
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
て
 

差
別
を
な
く
そ
う
 

市
場
小
学
校
六
年
 

青

 
木

 

司
く
ん
（
下
西
町
）
 

近
ご
ろ
、
新
聞
、
ニ
ュ
ー
ス
等
を
見
て
 

い
る
と
、
イ
ラ
ク
と
ク
エ
ー
ト
が
戦
争
し
 

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
 

ぼ
く
は
、
人
を
信
頼
し
あ
っ
て
い
た
ら
、
 

こ
う
い
う
戦
争
は
お
こ
ら
な
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

ぼ
く
は
、
テ
レ
ビ
で
白
人
が
黒
人
を
差
 

別
し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
 

そ
れ
は
、
白
人
が
黒
人
に
ム
チ
み
た
い
 

な
の
と
、
石
で
た
た
い
て
い
た
こ
と
で
す
。
 

一
‘
ー
 
人
に
大
勢
の
白
人
が
お
そ
い
 

‘ノ 
I 

ば
何
と
か
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

ぼ
く
は
、
ま
さ
に
こ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
 

差
別
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 

こ
ん
な
差
別
番
組
を
み
て
い
て
思
い
ま
 

し
た
。
 

ほ
ん
と
う
に
人
権
を
大
切
に
す
る
気
持
 

ち
が
世
界
に
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
戦
争
は
 

些

工

刊

レ

】

一

 

凸
「
一
ロ
力
．
‘
く
・
』
k
 

赤

池

中

学

校

 

原
 
田
 

誠
く
ん
（
西
組
）
 

差
別
と
は
、
人
の
い
や
が
る
事
や
、
言
 

葉
を
言
っ
た
り
、
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
 

そ
れ
は
、
と
て
も
心
に
キ
ズ
が
残
り
ま
す
。
 

一
度
つ
い
た
キ
ズ
は
、
と
て
も
、
も
と
 

に
も
ど
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
も
 

の
で
す
。
こ
こ
で
ー
つ
の
例
を
あ
げ
て
み
 

ま
し
ょ
う
。
 

ぼ
く
は
、
あ
る
A
さ
ん
の
こ
と
を
い
ま
 

ま
で
、
本
人
に
と
っ
て
、
と
て
も
つ
ら
い
 

こ
と
を
言
っ
た
り
、
し
た
り
し
て
い
ま
し
 

た
。
本
人
も
や
は
り
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
 

言
い
返
え
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
 

け
れ
ど
も
本
当
は
、
心
の
中
で
は
、
つ
 

ら
く
て
、
悲
し
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
 

ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
今
頃
す
ま
な
い
 

と
思
う
心
が
で
て
、
い
ま
は
、
言
っ
て
い
 

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
だ
A
さ
ん
の
心
の
 

キ
ズ
は
、
な
か
な
か
、
な
お
ら
な
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

せ
め
て
も
の
つ
ぐ
な
い
と
し
て
、
A
さ
 

ん
の
こ
と
を
は
げ
ま
し
て
や
っ
て
い
き
た
 

/
 

ノ
 

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
身
体
障
害
者
の
人
 

た
ち
は
、
身
体
障
害
者
用
の
特
別
の
ト
イ
 

レ
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
と
、
 

ぼ
く
た
ち
の
よ
う
に
、
体
に
障
害
を
受
け
 

て
い
な
い
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
 

て
い
け
な
い
か
ら
で
す
。
 

で
も
、
身
体
障
害
者
の
人
達
が
、
が
ん
 

ば
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
ぼ
く
に
は
、
自
 

分
達
は
特
別
あ
つ
か
い
に
さ
れ
た
く
な
い
 

と
い
う
身
体
障
害
者
の
人
た
ち
の
気
持
が
 

つ
た
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
 

身
体
障
害
者
の
人
た
ち
の
心
は
ぼ
く
た
 

ち
の
心
と
か
わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

ぼ
く
は
身
体
障
害
者
の
人
た
ち
の
こ
と
 

を
か
わ
い
そ
う
と
思
う
方
が
、
身
体
障
害
 

者
の
人
た
ち
の
心
は
い
や
に
な
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

ぼ
く
た
ち
と
身
体
障
害
者
の
心
 

は
い
っ
し
ょ
の
も
の
だ
と
考
え
た
ほ
う
が
、
 

よ
い
と
思
い
ま
す
。
 

か
か
る
な
ん
て
、
ぼ
く
に
は
信
じ
ら
れ
ま
 

せ
ん
。
ぼ
く
は
、
そ
れ
を
見
た
と
き
、
一
 

人
の
黒
人
は
、
何
も
し
て
い
な
い
し
、
し
 

か
も
そ
の
黒
い
こ
と
は
、
生
ま
れ
つ
き
で
、
 

し
よ
う
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
白
人
の
人
は
 

た
っ
た
一
人
の
黒
人
に
差
別
す
る
の
か
な
あ
 

と
思
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
黒
人
の
人
達
が
集
ま
っ
て
、
 

何
か
言
っ
て
い
ま
し
た
。
 
そ
れ
は
、
白
人
 

は
悪
魔
だ
と
か
、
白
人
は
人
間
じ
ゃ
な
い
 

な
ど
言
っ
て
い
ま
し
た
。
白
人
の
人
に
は
、
 

悪
い
け
ど
、
ぼ
く
も
白
人
は
悪
魔
だ
と
思
 

い
ま
し
た
。
 

た
と
え
そ
の
黒
人
の
人
が
何
か
悪
い
こ
 

と
を
し
た
と
し
て
も
、
話
し
合
い
を
す
れ
 

も
ち
ろ
ん
、
け
ん
か
等
も
な
か
な
か
お
き
 

な
い
と
思
い
ま
す
。
 

ぼ
く
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別
を
な
 

く
そ
う
と
し
て
、
人
権
ポ
ス
タ
ー
を
描
き
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
も
平
和
で
、
住
み
 

よ
い
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
少
し
は
 

心
の
キ
ズ
も
な
お
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
に
も
街
や
汽
車
の
中
、
バ
ス
 

の
中
で
、
体
の
不
自
由
な
人
を
見
か
け
ま
 

す
。
そ
の
と
き
、
ぼ
く
は
、
い
つ
も
い
や
 

が
っ
た
り
し
ま
す
。
 

そ
れ
も
ぼ
く
の
心
が
貧
し
い
せ
い
か
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
考
え
る
と
、
そ
ん
 

な
人
た
ち
も
、
好
き
で
そ
ん
な
不
自
由
な
 

体
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
人
た
ち
も
、
同
じ
地
球
に
住
ん
で
 

い
る
人
間
な
の
で
す
。
 

だ
か
ら
、
そ
ん
な
人
は
、
な
お
さ
ら
助
 

け
あ
っ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
に
理
解
し
て
 

ほ
し
い
で
す
。
 

小
学
校
の
一
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、
い
ま
 

ま
で
石
川
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
、
勉
強
 

し
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
言
う
と
、
 
一
つ
は
 

差
別
を
は
ね
か
え
す
人
に
な
ろ
う
と
い
う
 

こ
と
と
、
二
つ
め
に
は
、
人
の
い
や
が
る
 

差
別
的
な
こ
と
や
、
こ
と
ば
を
言
わ
な
い
 

こ
と
。
三
つ
め
は
、
差
別
を
見
ぬ
け
る
人
 

に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
 

て
、
平
和
な
国
を
つ
く
り
、
差
別
を
な
く
 

し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

× 



⑧
 

コ口君の登録と， 
いやな予防注射です 

コロ君のきらいな予防注射ですが、しっかり 
受けましよう。飼い主の愛情のーつです。 ＝豆 

実施日 場 所 時 間 

4月10日 

（水） 

堀田集会所 10: 00 -j 10:30 

ム
 一粗 

ホ
郷
 

人
 天
 

老
 

10:35'-dl: 15 

大浦共同作業所前 11:20'-1l:50 

五区集会所 13: 10 -43:40 

四区集会所 13:45 -44:15 

三区集会所 14: 20'-45 :00 

4月11日 

（木） 

草場集会所 10:00 -10:30 

市場集‘会所 10: 35 -il: 20 

猿田 公民館 11: 25~11: 50 

高尾（船津商店前） 13: 10 -13:30 

伏原公民館 13:35'-44: 10 

ショッピングセンタ一 
「アカイケ」 前 14: 15 -15:00 

4月12日 

（金） 

赤池ニュータウン 
集 会 所 

10:00 -40:30 

第20支所生活館 10: 35~11: 00 

西町集会所 0
 

5
 

、
 

【hJ nu 

赤池駅前公園 13:05'-44:00 

赤 池 役 場 
~日 公 民 館 前 14: 05~15: 00 

生後3ケ月以上の飼犬は、毎年登録唯射をしなければなりません 

費 用 
登録手数料2,100円 

合計4,640円 
注射料2,540円 

し） I フ 
麟麟議麟麟麟難襲熱 

（体協事務局・町民会館容28-4 100) 

少年野球（小学部）チーム 
赤j也ジュニアベアーズ 

●練習日一毎週火・木曜日午後5時 
土曜日午後2時 

●場 所＝＝赤池町民グランド 
●会 費一入会金2,000 円年会費18,000 円 
●申し込み先一加藤正士さん（商工会） 

廿 2 8 -5 055 

現在部員は、41名です。昨年は素晴しい成績 

を納めることができました。今年も先輩達に負綴 

けないようにがんばります。どしどし入部して事ー 
下さい。 

少年剣道チーム 

館
 

、心 誠
 練習日＝＝毎週火・木曜日午後5時30分 

土曜日午後6時 
場 所＝＝町民会館体育館 

会 費一入会金1,000円年会費3,500円 

●対 象一小学校1年生から （男・女） 

●申し込み先＝ニ体協事務局まで 

歴史ある剣道チームです。今までに多くの 
賞をとり、先輩方も大活躍しています。日本 
伝統の剣道部へ／ 

少年空手チーム 

●練習日＝毎週月・金曜日午後7時～9時 

●場 所一勤労者体育館 

●対象者＝＝小学生以上（男・女） 

●申し込み日などの間い合わせは、 体 

協事務局まで 

全精力を、 こぶしや蹴りにあらわす、 華 
麗な姿、精神力を鍛えるのには最適。 

今までに、数多くの賞を受賞しています。 
きたれ、空手部へ‘/ 

少年バドミントンチーム 

●練習日＝＝毎週月・金曜日午後6時から 

●場 所＝＝町民会館体育館 

●会 費一年会費5,000円 

●対 象一小学4年生以上（男・女） 

●申し込み先ニ＝体協事務局まで 

Il 

l 
~I 
~ 

俊敏な動きに、華麗なフォーム、みんなのI 

アイドル、 
バドミントン、 たくさん来てネノl 

少年野球（小学部）チーム 

上野イーグルス 

練習日や会費など、総会で決めます。 

今年（3年度）で結成10周年をむかえ、 

心機一転してがんばります。 

入部を希望される方は、 4月6日午 

後7時30分より4区集会所で総会を開 

催します。 ぜひ来て下さい。 まってい 

ま～す。 

●連絡先＝＝太田博視さん四28-2262 

少年野球（中学生）チーム 

赤池ベアーズ 

●練習日＝＝毎週火・木曜日午後5時 

土曜日午後2時 

●場 所＝ニ町民球場 

●会 費一入会金2,000円年会費36,000円 

●申し込み先＝＝加藤正士さん（商工会） 
廿28 一5055 

日本ボーイズリーグに入り、硬式野球を 

やっています。甲子園出場をめざし、勉強 

にも一段と熱が入って、両立してがんばっ 

ています。 

「熱い心を、ともにぶつけよう」入部まっ 

ています。 

ぜ女 g 
二茅玉舞×ンー 

ひ、“、‘ナ 
“」に． 

~
 

か
ざ
は
な
 

風
花
の
ひ
と
ひ
ら
 

板
屋
団
地
 
前

 

田
 

孝

 
子

 

「
ご
は
ん
よ
」
 
と
、
色
槌
せ
た
ェ
プ
 

ロ
ン
の
裾
で
濡
れ
た
手
を
拭
き
乍
ら
、
 

母
は
遊
び
に
熱
中
し
帰
り
の
お
そ
い
私
 

を
、
呼
び
に
来
て
く
れ
た
。
 

今
夜
も
父
か
ら
、
お
こ
ら
れ
る
だ
ろ
 

う
と
覚
悟
し
て
い
た
が
、
そ
の
夜
は
隣
 

組
の
寄
り
合
い
に
行
き
、
早
く
に
眠
っ
 

て
い
た
私
は
、
怒
ら
れ
ず
に
済
ん
だ
。
 

そ
ん
な
事
が
あ
っ
て
、
幾
日
か
し
て
 

広
島
か
ら
越
し
て
き
た
ば
か
り
の
友
達
 

と
鬼
ご
っ
こ
し
て
い
た
。
 

私
は
鬼
に
な
り
、
友
達
の
左
腕
を
掴
 

ん
だ
途
端
に
、
座
り
込
ん
で
泣
き
だ
し
 

た
の
に
驚
き
「
す
み
枝
ち
ゃ
ん
ご
め
ん
 

ね
」
と
詫
び
る
と
「
う
ん
」
と
首
を
振
っ
 

た
が
泣
き
や
ま
な
い
。
 

「
一
寸
腕
を
見
 

せ
て
」
と
袖
を
ま
く
る
と
、
私
は
危
く
 

倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
 

原
爆
特
有
の
 
「
ケ
ロ
イ
ド
」
が
は
げ
 

し
く
て
、
び
っ
く
り
し
た
。
そ
の
時
丁
 

度
、
腕
を
慰
め
る
か
の
よ
う
に
、
風
花
 

が
ー
ひ
ら
二
ひ
ら
と
掛
っ
た
。
 
あ
れ
か
 

ら
四
十
六
年
目
が
来
た
。
 

二
月
も
後
僅
か
に
な
っ
た
日
、
私
達
 

も
結
婚
三
十
一
回
目
の
記
念
日
が
来
た
 

と
、
義
父
の
墓
参
に
行
き
、
歩
い
て
帰
っ
 

て
い
る
時
、
私
の
腕
に
風
花
が
ひ
と
ひ
 

ら
掛
っ
た
時
、
ふ
と
、
友
達
の
腕
の
 

「
ケ
ロ
イ
ド
」
を
思
い
出
し
た
。
 

元
気
の
良
い
内
に
 
「
す
み
枝
さ
ん
」
 

と
逢
っ
て
、
も
う
一
度
あ
の
時
の
お
詫
 

び
が
云
い
た
い
。
 

姓
も
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
勿
論
住
 

所
も
分
ら
な
い
の
だ
が
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
2
月
 20 

日
、
3
月
 18 

日
 

【
香
典
返
し
】
o

立
花
義
樹
（
市
場
）
 

o
岡
本
ュ
キ
子
（
市
場
）
o

森
な
つ
江
 

（
町
営
伏
原
）
o

原
田
九
州
男
（
下
ホ
‘
路
）
 

o
中
村
市
郎
（
東
組
）
 
o
柴
田
秀
美
 

（
薬
王
寺
）
o

香
月
高
治
（
大
久
保
）
o
 

中
村
ス
ェ
子
（
草
場
）
 
o
池
田
九
一
 

（
中
組
）
o

武
末
憲
幸
（
中
里
）
以
上
 10 

4 月福祉セ ンターの行事 
。休館日 1日、 8日、15日、21日、22日、29日 

。心酉己ごと相言炎日 7日、17日、27日 
（午有iiio 時30 分より午後3 時30 分まで） 

。健康相談日 9 日（火）（午前10時30分より午後2 時まで） 

。仏教講演会 12日（金）（午前11時より） 

。演 芸 入館者の方へ自由に舞台を提供しています。 

※ゲートボール場も自由にご利用下さい。 

福祉パス運行日 ＝4月27日出から4月29日（月）までの「陶器まつり」 
は上野原田にて折返し運転となります。なお、原田より上野峡方面は 

「陶器まつり専用バス」が走りますので、 ご利用下さい。 
その他については平常通り運行します。 

I 

件
三
十
二
万
円
で
す
。
 

ー
お
詫
び
と
訂
正
 

3
月
号
で
、
乾
ト
シ
子
（
伏
原
）
 

は
、
乾
ト
ョ
子
の
誤
り
で
す
。
お
 

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

【
寄
附
】
o

桑
野
勝
正
（
桑
野
組
）
廿
 

百
万
円
o

森
本
ハ
ル
子
廿
五
千
円
o

八
 

区
竹
の
子
子
供
会
廿
一
万
円
o

九
光
石
 

油
廿
五
千
円
o

匿
名
の
方
七
名
廿
一
万
 

円
 【

賛
助
会
費
】
 

（
個
人
、
一
般
一
口
且
 

千
円
）
o

辻
村
三
男
廿
一
口
o

沢
永
孝
 

美
廿
一
ロ
o

渡
辺
有
治
廿
一
ロ
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

福
祉
バ
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
 
廿
四
万
六
千
七
 

百
十
四
円
 

4
月
に
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
た
ら
 

国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
 

今
年
か
ら
8
月
の
ほ
か
に
、
4
月
に
 

も
国
民
年
金
の
証
書
を
、
役
場
国
民
年
 

金
係
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。
 
こ
れ
は
、
な
く
し
や
す
か
っ
 

た
特
別
証
書
を
廃
止
し
て
、
差
額
分
を
 

含
め
て
国
民
年
金
証
書
に
記
入
す
る
よ
 

う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
 

4
月
 11 

日
以
降
、
郵
便
局
で
老
齢
福
 

祉
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、
証
書
を
忘
 

れ
ず
に
、
役
場
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
 

て
下
さ
い
。
 

役
場
国
民
年
金
係
よ
り
 

学生の皆さんへ．/ 

回
国
 年 

金 

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
 

20 

歳
以
上
 60 

歳
未
満
の
人
は
全
 

員
加
入
し
ま
す
。
例
外
と
し
て
 

20 

歳
以
上
の
学
生
は
、
こ
れ
ま
 

で
任
意
加
入
の
た
め
、
ほ
と
ん
 

ど
未
加
入
で
し
た
。
 

こ
れ
が
今
年
の
4

月
か
ら
、
 

学
生
も
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

①
在
学
中
に
障
害
者
と
な
っ
て
も
、
障
 

害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
。
 

②
学
校
を
卒
業
し
て
加
入
し
て
も
、
加
 

入
年
数
が
 40 

年
に
満
た
な
く
、
満
額
の
 

老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
。
 

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
学
 

生
も
加
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 



(10) 

田川郡民登山会に 

I 参加してみませんか
自然とのふれあいを通じて健康づくり 

と交流を図るため行われます 

ト日時 4月28日（日） 

川崎町役場玄関前に7時40分集合 

ト目的地 宝満山（829m) 

ト参加料 無 料 

ト雨天の場合冒85-0774 藤田季弘さんまで 

⑥希望者の方は赤池町教育委員会の 

社会教育係冒28-4100まで 

九州青年の船 

団 員 募 集．ク

あなたも九州青年の船で、若い力を燃や 

してみませんか。 

、ト実施日 平成3年8月25日～ 

9月5日（12日間） 

ト対象 一般団員：20-29歳 

班 長：26-35歳 

ト訪問国 中国（北京・天津・上海） 

ト募集期間 平成3年4月1日～5月15日 

トその他 面接・事前の研修等があります 

⑥詳しくは、福岡県青少年対策課まで 

ft 092-641-4740 

ョ ガ教室に 

医加しませんか
あなた自信の健康と美容のため、ョガガ 

をやってみませんか 

ト日 時 毎週木曜日 

、 13時から～14時30分まで 
I 

“ト場 所 町民会館の2階和室 

ト会 費 2千円（1カ月） n 

ト問い合せ先 小林ふみ子さん（高尾） 

冒28- 4952まで 

登記所からの 

お願い（手数料の改定） 

平成3年4月1日から、登記簿の謄本、 

抄本登記事項証明書等の交付に要する手 

数料の額が500円から600円（1通の枚数 

が10枚を超えるものについて、その超え 

る枚数までごとの加算額は200円）に改 

定されます。 

なお、登記簿の閲覧等上記以外の手数 

料については、これまでどおりです。 

詳しいことは、最寄の登記所でお訪ね下 

さい。 福岡法務局より 

冒・ 
困
「
種
混
合
 

九
日
因
 
町
民
会
館
 

、
生
後
 
12
 

ケ月 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
「
ー
 48
 

ケ
月
』
 

困
乳
児
相
談
 

十
五
日
の
 
町
民
会
館
 

10 

時
、
 11
 

時
 

困
ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
 

十
六
日
困
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

、
生
後
4

・
7
 

「 

民
ケ
月
 

霧」” 

囲
碁
同
好
会
だ
よ
り
 

毎
月
熱
戦
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
3
 

月
の
例
会
は
、
去
る
 10 

日
に
行
な
わ
れ
、
 

次
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

<A
組
〉
 

一
位
 

中
村
三
郎
さ
ん
（
岩
屋
組
）
 

二
位
 

児
玉
昭
三
さ
ん
（
松
 
本） 

三
位
 
亀
井
晋
作
さ
ん
（
大
和
町
）
 

一
位
 

一一位 

三
位
 

一
位
 

一一位 
「征 

一
位
 

一一位 

三
位
 

<B
組〉 

緒
方
秀
敏
さ
ん
（
稲
 
荷） 

木

村

 

光
さ
ん
（
松
 
本） 

木
下
与
志
晴
さ
ん
（
猿
 
畑） 

<c
組〉 

松
井
一
男
さ
ん
（
猿
 
畑） 

浦
田
正
実
さ
ん
（
南
糸
田
）
 

大

迫

 

博
さ
ん
（
貴
 
船） 

<D
組〉 

山

本

 

繁
さ
ん
（
」
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
 

池
田
勝
彦
さ
ん
（
上
の
原
）
 

木
村
正
弘
さ
ん
（
市
 
場） 

次
回
よ
り
新
年
度
で
す
。
ま
だ
参
加
 

さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
 

ひ
入
会
し
て
下
さ
い
。
4
月
例
会
は
、
 

14
 

日
（
第
2
日
曜
日
）
で
す
。
当
日
直
 

接
、
町
民
会
館
2
階
の
和
室
へ
、
9
時
 

30 

分
ま
で
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

囲
碁
同
好
会
 

田
中
三
豊
会
長
よ
り
 

上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
 

春
ま
っ
盛
り
の
4
月
 27 

日
 

出
か
ら
 29 

日
回
の
3

日
間
、
 

第
 18 

回
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
 

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 
町
内
外
 

よ
り
、
約
車
六
千
台
、
一
万
 

五
千
人
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。
 

上
野
農
協
集
荷
場
（
青
柳
前
）
か
ら
 28 

日
回
、
 
29 

日
囲
は
一
方
通
行
に
な
り
ま
 

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
 

協
力
お
願
い
し
ま
す
。
協
賛
者
部
門
に
 

お
き
ま
し
て
は
、
出
店
さ
れ
る
方
を
募
集
 

し
て
い
ま
す
。
 

ごx
孤
」
の
方
は
、
信
切
座
業
振
興
課
の
商
 

工
係
冒
 28 

1
2
0
0
4
⑤
2
6
1

又
は
、
 

レ
由
一
協
同
組
A
号
争
書
同
容
 28 
1
5
8
6
4
 

ま
で
お
問
い
合
せ
下
志
一
い
。
 

⑥
届
出
崩
限
 
4
月
 10 

ま
で
に
 

あ
な
た
も
「
マ
ル
サ
」
に
ー
 

国
税
専
門
官
採
用
試
験
 

【
受
験
資
格
】
 

昭
和
 39 

年
4
月
2
日
、
 

昭
和
 45 

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
 

【
受
付
期
間
】
 

5
月
1
日
か
ら
 20 

日
 

【
第
一
次
試
験
日
】
 

7
月
6
日
及
び
7
月
7
日
 

【
試
験
会
場
】
 

福
岡
大
学
高
宮
校
舎
 

（
福
岡
市
南
区
大
楠
3
) 

【
採
用
予
定
日
】
 

平
成
4
年
4
月
1
日
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

福
岡
国
税
局
 

曾
0
9
2
 
(
4
1
1
) 
0
0
3
1
 

田
川
税
務
署
 

曾
（
4
4
)
0
4
3
0
 

去る2
月
 28
 

日と3
月1
ツ
 

の
2
日
間
、
県
内
の
市
役
所
や
 

町
、
村
得
燈
吻
の
広
報
マ
ン
、
ウ
ー
 

マ
ン
た
ち
の
研
修
会
が
柳
川
市
 

で
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
し
ま
 

し
た
。
 

広
報
を
担
当
し
て
4
ケ
月
の
 

私
は
、
ュ
働
さ
せ
ら
れ
放
し
で
、
言
葉
（
専
 

門
用
語
な
の
か
）
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
 

た
。
特
に
同
窒
に
な
っ
た
広
報
マ
ン
の
、
迫
 

力
は
素
晴
り
し
く
、
見
と
れ
て
い
た
の
が
実
 

態
で
し
た
。
 

「
量
具
撮
影
の
時
の
ー
か
ぶ
り
つ
き
ク
や
、
 

ロ
説
き
方
の
上
キ
な
こ
と
、
勉
強
に
な
り
ま
 

し
た
。
こ
れ
昂
機
会
に
広
報
誌
の
交
換
を
さ
 

せ
て
預
い
て
い
ま
す
が
、
大
変
勉
強
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

私
も
、
広
報
の
先
輩
に
負
け
な
い
よ
う
、
 

自
分
の
「
色
」
を
だ
し
な
が
ら
、
親
し
め
る
 

辰
報
を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
×
 


